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１．19 年９月中間期の連結業績（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（１）連結経営成績                                 （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19 年９月中間期 6,234 6.2 472 131.8 399 259.0 154 346.7

18 年９月中間期 5,871 △0.8 203 64.3 111 199.1 34 87.6

19 年３月期 12,167 ― 477 ― 269 ― 94 ―

 

 
１株当たり中間 

（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益 
 

 円 銭 円 銭  

19 年９月中間期 7.75  ―  

18 年９月中間期 1.73  ―  

19 年３月期 4.71  ―  

（参考） 持分法投資損益  19年９月中間期 －百万円  18年９月中間期 －百万円  19年３月期 －百万円 

 

（２）連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

                  百万円              百万円            ％        円 銭 

19 年９月中間期           16,712          2,959 14.7               122.77 

18 年９月中間期           17,081          2,723 13.1               112.30 

19 年３月期   17,384 2,793 13.3               116.06 

（参考） 自己資本  19年９月中間期2,451百万円  18年９月中間期 2,243百万円  19年３月期 2,318百万円 

 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 

 

営 業 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 

                   百万円                    百万円                    百万円                     百万円 

19 年９月中間期             925            △157 △814               1,581 

18 年９月中間期             384            △264 △1,502               1,350 

19 年３月期      828 △511 △1,421               1,628 

 

２．配当の状況 

 １株当たり配当金  

（基準日） 中間期末 期末 年間  

 円 銭  円 銭 円 銭 

19 年３月期 0.00  0.00 0.00 

20 年３月期（実績） 0.00  － 

20 年３月期（予想） －  0.00 
0.00 

 

３．20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 12,500 2.7 540 13.2 360 33.7 125 32.8 6.25
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４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無 

 
（２）中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のための基本となる

重要な事項の変更に記載されるもの） 
 ① 会計基準等の改正に伴う変更  有 
 ② ①以外の変更         有 

 （注）詳細は、15ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 
   ① 期末発行済株式数（自己株式を含む）  19年９月中間期 20,000,000株 18年９月中間期 20,000,000株  19年３月期 20,000,000株 

   ② 期末自己株式数            19年９月中間期   28,482株 18年９月中間期   22,064株  19年３月期   24,179株 

  （注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、19ページ「１株当たり情報」をご覧くだ

さい。 

 

 

（参考）個別業績の概要 

 

１．19 年９月中間期の個別業績（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（１）個別経営成績                              （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間（当期）純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19 年９月中間期 1,193 △2.4 142 21.6 108 219.2 45 ―

18 年９月中間期 1,223 △3.0 117 15.0 34 △70.3 1 △99.2

19 年３月期 2,554 ― 239 ― 124 ― 63 ―

 

 
１株当たり中間 

（当期）純利益 
  

 円 銭  

19 年９月中間期 2.27   

18 年９月中間期 0.06    

19 年３月期 3.16 

 

（２）個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

                  百万円               百万円             ％        円 銭 

19 年９月中間期           12,430          2,042 16.4              102.27 

18 年９月中間期           13,802          1,938 14.0              97.03 

19 年３月期 13,680 2,016 14.7 100.93 

（参考） 自己資本  19年９月中間期2,042百万円 18年９月中間期 1,938百万円 19年３月期 2,016百万円 

 

２．20年３月期の個別業績予想（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通 期 2,410 △5.6  190 △20.7 100 △19.7 30 △52.5  1.50  

 

※ 業績予想につきましては、現時点で得られた情報にもとづいて算定しております。従って、実際の業績は業況の変化な

どにより記載の予想とは異なる場合があります。 

なお、業績予想に関する事項は、４ページ「通期の見通し」をご参照ください。 
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１．経営成績 

 

（１）経営成績に関する分析 

 

（当中間期の経営成績） 

 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、大企業および大都市圏におきましては、個人消費を

中心に緩やかな拡大が続きましたが、中小企業とりわけ地方都市におきましては、経営環境は依然

厳しい状況のままに推移いたしました。 

  このような経営環境の中、当社グループは引き続き「再生 京福」の経営方針のもと、鉄道・バ

ス・タクシーなどの運輸業をはじめ、不動産分譲、ビル・マンション・三国競艇場の賃貸などの不

動産業、三国観光ホテル・越前松島水族館・｢吉珍●KITCHEN DINING（キッチンダイニング）｣を

はじめとするレジャー･サービス業などにおいて、様々な事業活動を展開し、収益力の拡大を図る

とともに、施設の改善やサービスの向上に取り組みました。 

当中間連結会計期間の連結営業収益は、鉄軌道事業、バス事業における様々な経営改善策、不

動産業における積極的な営業展開が奏功し、前年同期比6.2％増の62億３千４百万円となりました。 

営業費につきましては、引き続き人件費、業務経費の削減に努めた結果、営業利益は前年同期比

131.8％増の４億７千２百万円となりました。また営業外収支も、借入金等有利子負債を前年同期

比6.5％、８億１千１百万円削減したため改善し、経常利益は前年同期比259.0％増の３億９千９百

万円となりました。税引等調整前中間純利益は前年同期比169.3％増の３億４千８百万円となり、

中間純利益は前年同期比346.7％増の１億５千４百万円となりました。 

 

次に、当連結会計年度における事業別セグメントの状況をご報告いたします。 

 

運 輸 業 

鉄軌道事業におきましては、嵐山線において種々の旅客誘致策を実施しました。春季には仁和寺

の「御室桜」を積極的に宣伝し、「仁和寺ギャラリー電車」を運行し、また夏季には昨年に引き続

き嵐電沿線の「青もみじ」をテーマにした各種イベントを実施したほか、地元商店街と連携した奇

抜な「妖怪電車」を運行するなど、嵐電独自の企画により、多くのお客様にご利用いただきました。 

一方、昨年度より施行された「運輸安全マネジメント」の実践に際し、「安全宣言」の徹底や安

全管理体制の見直しなどを実施し、事業活動規範｢おもてなし十訓｣とともに、安全の確保が鉄道事

業者の使命であることを従業員に再教育するなど、引き続き安全輸送とお客さまへのサービス向上

に取り組みました。 

鋼索線・架空索道においては、「ガーデンミュージアム比叡」との共同企画乗車券や「比叡山１

ｄａｙチケット」が好評を博したほか、「エクシブ京都八瀬離宮」の宿泊客に対し、鋼索線・架空

索道を利用した比叡山への積極的な誘致を行いました。 

バス事業におきましては、京都バスは、京都市交通局西賀茂営業所の一部の運行管理業務を受託

したほか、企画乗車券の販売促進や契約輸送等の営業開拓に積極的に取り組みました。 

京福バスは、全車両にデジタルタコグラフを取り付け、的確な運行データ管理による安全輸送の

確保と経済運転による燃料費削減などの環境保全に取り組みました。また、会社組織の見直しを実

施し、全社的な営業体制の強化と本社管理部門の充実を図りました。 

また、タクシー事業におきましては、新規参入によるタクシー車両の過剰や燃料費の高騰など、

大変厳しい経営状況が続いております。このような状況の中、福井地区の当社グループ３社（京福

タクシー・ケイカン交通・福井交通）は、共同事務センターを開設し、事務の効率化や人件費の抑

制を図るとともに、本年 10 月に開設した共同配車センターと併せて、各社連携によるスケールメ

リットを活かしたコストダウンと業務の効率化を図りました。 

    以上の結果、運輸業の営業収益は 41 億３千８百万円（前年同期比 3.5％増）、営業利益は１億９

千７百万円（前年同期は営業損失）となりました。 

 

 

３ 
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不 動 産 業 

不動産分譲業におきましては、福井県坂井市の丸岡栄グリーンタウンの販売を引き続き行ったほ

か、同じく坂井市において本年 1月に販売を開始した、温泉付分譲宅地「みくにグリーンヒルズ」

では、当初の販売目標区画数を達成するなど、好成績を収めました。 

不動産賃貸業におきましては、三国競艇場において指定席のペアシート化やグループ席の増設を

はじめ、発券システムの更新を実施するなど、お客様に快適に楽しんでいただける施設への改善を

図りました。 

また「嵐山駅はんなり・ほっこりスクエア」は開業 5 周年を機に、本年 10 月にリニューアルを

行い、テナントの増強を図るとともに、観光客に喜んでいただける施設の拡充を行いました。 

  以上の結果、不動産業の営業収益は 10 億１千５百万円（前年同期比 14.8％増）、営業利益は２

億５千２百万円（前年同期比 29.2％増）となりました。 

 

レジャー・サービス業 

  飲食店事業におきましては、本年１月に名古屋に出店した中国料理「吉珍樓」では、テレビを含

む各メディアを活用した情報発信やメール会員の募集・メールマガジンの配信など積極的な営業活

動を行いました。 

越前松島水族館においては、本年６月に発刊した絵本「イルカのラボちゃん」が度々マスコミに

取り上げられるなど、カワウソやペンギンの赤ちゃん誕生とともに話題になり、多くのお客様に入

館いただきました。 

旅行業におきましては、京福エージェンシーが新たに損害保険代理店資格を取得し、本年６月よ

り旅行傷害保険の取り扱いを開始したほか、会社創立 40 周年企画商品を販売し、好評を博しまし

た。 

以上の結果、レジャー・サービス業の営業収益は７億３千２百万円（前年同期比 6.9％減）、営

業損失は３百万円（前年同期は営業利益）となりました。 

 

その他の事業 

物品販売業におきましては、前年から新規事業として取り組んでおりますオンラインショップ

「越前本舗」の認知度の向上を図るため、福井産地酒を取り揃えた「地酒飲み比べセット」を発売

するなど、オリジナル商品の企画発売や商品構成の見直しを行いました。自動車販売事業おいては、

時宜にあった展示販売会を開催し好評を得ました。 

以上の結果、その他の事業の営業収益は７億７千７百万円（前年同期比 0.3％増）、営業利益は

２千万円（前年同期は営業損失）となりました。 

 

（通期の見通し） 

下半期につきましては、来年３月に、京都市営地下鉄東西線「太秦天神川」駅に隣接して、当社新

駅「嵐電天神川」駅（路面電車停留場）の設置を予定し、既に工事に着手しております。現在、当社

線（嵐電）と地下鉄東西線とのスムーズな乗換えが可能となるよう、列車ダイヤの改正を行い、便利

な企画乗車券の発売などを検討しております。 

新駅が設置されますと、嵐電と地下鉄東西線が結節するため、京都市内の鉄道東西軸が一層整備さ

れ、京都を代表する観光地嵐山・嵯峨から東山、更には京阪電鉄大津線を経由して琵琶湖へと、鉄道

ネットワークが飛躍的に拡充されることから、沿線の皆様や観光客に、ますます親しんでいただける

「嵐電」を目指してまいります。 

なお、下半期の当社グループを取り巻く経営環境は、サブプライムローン（米国の信用力の低い

個人向け住宅融資）問題に端を発した世界経済の混乱や原油価格の高騰、金利の上昇など、予断を許

さない状況が続くものと思われます。このような状況下、通期の業績につきましては、中間期同様、

運輸業・不動産業およびレジャー・サービス業の収支改善を図ってまいります。 

以上により、連結営業収益は 125 億円（前期比 2.7％増）、連結営業利益は５億４千万円（前期比

13.2％増）、連結経常利益は３億６千万円（前期比 33.7％増）、当期純利益は１億２千５百万円（前

期比 32.8％増）をそれぞれ見込んでおります。 

 

 

４ 
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（２）財政状態に関する分析 

 

（総資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況に関する分析） 

 

総資産、負債及び純資産の状況 

    総資産は、バス路線維持補助金の回収による売上債権の減少や、減価償却による固定資産の

減少があり、前連結会計年度末に比べ６億７千１百万円減少し、167 億１千２百万円となりま

した。 

負債は、有利子負債の減少などにより、前連結会計年度末に比べ８億３千８百万円減少し、

137 億５千２百万円となりました。 

純資産は、当期純利益による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ１億６

千６百万円増加し、29 億５千９百万円となりました。 

 

キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、バス路線維持補助金の回収に伴う売上債権の減少や

たな卸資産の販売により、前中間期に比べ５億４千１百万円増加し、９億２千５百万円となり

ました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得などがあり、前中間期に比べ１

億６百万円増加し、△１億５千７百万円となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の増加などにより、前中間期に比べ６億

８千８百万円増加し、△８億１千４百万円となりました。 

    これらの結果、当中間期末における現金及び現金同等物は 15 億８千１百万円となり、前中

間期末に比べ２億３千１百万円の増加となりました。 

 

（キャッシュ・フロー関連指標の推移） 

 

 平成 16 年３月期 平成 17 年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成 19 年 9月

中間期 

自己資本比率（％） 9.4 11.5 12.1 13.3 14.7 

時価ベースの 

自己資本比率（％） 
12.3 15.4 24.4 19.4 20.0 

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年） 
14 － 8 14 13 

インタレスト・カバレ

ッジ・レシオ（倍） 
4.2 － 8.5 4.3 9.3 

（注）１．各指標の算出方法は以下のとおりです。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

     時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 

     インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ／支払利息 

   ２．各指標の算出は、連結ベースの財務数値によっております。 

   ３．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により

算出しております。 

 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
 

当社は、依然厳しい経営状態から完全には脱し切れておらず、当期につきましても無配当と

させていただきます。株主の皆様には引き続きご迷惑をおかけいたしますことを深くお詫び申

し上げます。 

５ 
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２．企業集団の状況 

 
最近の有価証券報告書（平成 19 年６月 27 日提出）における「事業の内容」及び「関係会社

の状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

 

 

３．経営方針 

 

平成 19 年３月期中間決算短信（平成 18 年 11 月 15 日開示）により開示を行った内容から重

要な変更がないため開示を省略しております。 

当該中間決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 
    

（当社ホームページ） 

 http://www.keifuku.co.jp/

（大阪証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ））  

 http://www.ose.or.jp/listed/ind_jk.html

 

６ 

http://www.keifuku.co.jp/
http://www.ose.or.jp/listed/ind_jk.html
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４．中間連結財務諸表 

（１）中間連結貸借対照表  

 

科    目 
前中間期末 

（平成18年９月30日） 

当中間期末 

（平成19年９月30日） 

前期末 

（平成19年３月31日） 

 

（ 資 産 の 部 ）

流  動  資  産

 現 金 及 び 預 金 

 受取手形及び売掛金 

 有 価 証 券 

 販売土地及び建物 

 その他のたな卸資産 

 前 払 費 用 

 繰 延 税 金 資 産 

 その他の流動資産 

 貸 倒 引 当 金 

百万円

2,839 

1,376 

856 

3 

240 

91 

65 

93 

129 

△17 

百万円 

 

3,034 

1,625 

950 

― 

174 

141 

65 

20 

83 

△26 

百万円

3,309 

1,672 

1,131 

― 

241 

135 

64 

19 

69 

△24 

固 定 資 産

 有 形 固 定 資 産

  建 物及び構 築物 

  機械装置及び運搬具

  土 地 

  建 設 仮 勘 定 

  そ の 他 

 無 形 固 定 資 産

  投 資 そ の 他 の 資 産

  投 資 有 価 証 券 

  繰 延 税 金 資 産 

  前 払 年 金 費 用 

  そ の 他 

  貸 倒 引 当 金 

 

 

14,215 

12,592 

8,433 

1,567 

2,359 

0 

231 

98 

1,523 

883 

8 

388 

246 

△3 

 

 

13,673 

12,038 

8,111 

1,285 

2,357 

65 

219 

92 

1,542 

874 

― 

416 

254 

△3 

 

 

14,064 

12,382 

8,328 

1,457 

2,357 

― 

239 

93 

1,588 

909 

24 

401 

255 

△3 

 

 

繰   延   資   産 

 社 債 発 行 費 

 

 

26 

26 

4 

4 

9 

9 

資 産 合 計 17,081 16,712 17,384 

 

７ 



 

 

京福電気鉄道㈱（9049）平成20年３月期中間決算短信 

 

 

科    目 

前中間期末 

（平成18年９月30日） 

当中間期末 

（平成19年９月30日） 

前期末 

（平成19年３月31日） 

 

（ 負 債 の 部 ）

百万円

 

百万円

 

百万円

 

流 動 負 債 

 支払手形及び買掛金 

短 期 借 入 金 
 １年以内償還予定社債 

 未 払 金 

 未 払 費 用 

 未 払 法 人 税 等 

  未 払 消 費 税 等 

 賞 与 引 当 金 

 その他の流動負債 

6,330 

119 

4,459 

522 

378 

165 

80 

83 

246 

275 

6,448 

75 

4,503 

522 

338 

170 

114 

81 

242 

400 

7,005 

95 

4,967 

522 

555 

196 

129 

60 

234 

242 

固 定 負 債 

 社 債 

 長 期 借 入 金 

 長 期 未 払 金 

 繰 延 税 金 負 債 

 退 職 給 付 引 当 金 

 役員退職慰労引当金 

 その他の固定負債 

 

負 債 計 

8,026 

2,711 

3,764 

960 

40 

345 

27 

176 

 

14,357 

7,303 

2,189 

3,583 

884 

56 

353 

72 

164 

 

13,752 

7,585 

2,450 

3,634 

925 

49 

327 

29 

169 

 

14,590 

 

（ 純 資 産 の 部 ） 

株 主 資 本 

 資 本 金 

資 本 剰 余 金 

 利 益 剰 余 金 

 自 己 株 式 

評 価 ・ 換 算 差 額 等 
 その他有価証券評価差額金 

少 数 株 主 持 分 

純 資 産 計 

  

 

2,187 

1,000 

270 

919 

△3 

56 

56 

480 

2,723 

  

 

2,400 

1,000 

270 

1,134 

△4 

51 

51 

507 

2,959 

 

 

2,246 

1,000 

270 

979 

△3 

71 

71 

475 

2,793 

負 債 純 資 産 合 計 17,081 16,712 17,384 

 （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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 （２）中間連結損益計算書  

 

科    目 

前中間期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間期 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日）

前期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日）

 百万円 百万円 百万円

営 業 収 益 5,871 6,234 12,167 

営 業 費

運輸業等営業費及び売上原価 

 販売費及び一般管理費 

5,668 

5,610 

57 

5,762 

5,699 

62 

11,690 

11,583 

106 

営 業 利 益 203 472 477 

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

40 

132 

111 

36 

109 

399 

69 

277 

269 

特 別 利 益 114 16 168 

特 別 損 失 96 67 100 

税金等調整前中間（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益 

中 間（当期 ）純利 益

129 

63 

4 

27 

34 

348 

110 

45 

37 

154 

336 

158 

61 

22 

94 

 （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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（３）中間連結株主資本等変動計算書  

前中間期（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 

 

株  主  資  本  

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 1,000 270 885 △2 2,153

当中間期の変動額   

  役員賞与 △0  △0

  中間純利益 34  34

  自己株式の取得  △0 △0

  株主資本以外の項目の中間期の変動

額（純額） 
  

当中間期の変動額合計 ― ― 34 △0 34

当中間期末残高 1,000 270 919 △3 2,187

 

評価・換算差額等  

その他有価証

券評価差額金

評価・換算差

額等合計 

少数株主持分 純資産合計 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前期末残高 116 116 461 2,732 

当中間期の変動額   

  役員賞与  △0 

  中間純利益  34 

  自己株式の取得  △0 

  株主資本以外の項目の当中間期の変

動額（純額） 
△60 △60 18 △42 

当中間期の変動額合計 △60 △60 18 △8 

当中間期末残高 56 56 480 2,723 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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当中間期（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

 

株  主  資  本  

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 1,000 270 979 △3 2,246

当中間期の変動額   

  中間純利益 154  154

  自己株式の取得  △0 △0

  株主資本以外の項目の当中間期の変

動額（純額） 
  

当中間期の変動額合計 ― ― 154 △0 154

当中間期末残高 1,000 270 1,134 △4 2,400

 

評価・換算差額等  

その他有価証

券評価差額金

評価・換算差

額等合計 

少数株主持分 純資産合計 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前期末残高 71 71 475 2,793 

当中間期の変動額   

  中間純利益  154 

  自己株式の取得  △0 

  株主資本以外の項目の当中間期の変

動額（純額） 
△20 △20 32 12 

当中間期の変動額合計 △20 △20 32 166 

当中間期末残高 51 51 507 2,959 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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前期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 

株  主  資  本  

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 1,000 270 885 △2 2,153

当期の変動額   

  役員賞与 △0  △0

  当期純利益 94  94

  自己株式の取得  △0 △0

  株主資本以外の項目の当期の変動額

（純額） 
  

当期の変動額合計 ― ― 93 △0 93

当期末残高 1,000 270 979 △3 2,246

 

評価・換算差額等  

その他有価証

券評価差額金

評価・換算差

額等合計 

少数株主持分 純資産合計 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前期末残高 116 116 461 2,732 

当期の変動額   

  役員賞与  △0 

  当期純利益  94 

  自己株式の取得  △0 

  株主資本以外の項目の当期の変動額

（純額） 
△44 △44 13 △31 

当期の変動額合計 △44 △44 13 61 

当期末残高 71 71 475 2,793 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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（４）中間連結キャッシュ・フロー計算書  

（単位：百万円） 

 

 

 

 

科   目 

前中間期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間期 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日） 

前期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

  税金等調整前中間（当期）純利益 129 348 336 

  減価償却費 504 476 1,013 

  負ののれん償却額 △5 △0 △6 

  賞与引当金の増加額（△減少額） 8 7 △3 

  退職給付引当金の増加額（△減少額） 2 25 △14 

  役員退職慰労引当金の増加額（△減少額） 1 43 3 

  貸倒引当金の増加額 3 1 10 

  受取利息及び受取配当金 △5 △5 △10 

  支払利息 100 99 190 

  関係会社株式売却損 31 － 31 

  投資有価証券売却益 △10 － △10 

  有形固定資産売却益 － △3 － 

  有形固定資産売却損 22 － 22 

  無形固定資産売却益 － △13 － 

  固定資産のための補助金 － － △52 

  売上債権の減少額（△増加額） △82 160 △336 

  たな卸資産の減少額（△増加額） 5 61 △39 

  前払費用の減少額（△増加額） △1 4 △0 

  前払年金費用の増加額 △13 △14 △27 

  仕入債務の増加額（△減少額） △16 △20 △39 

  未払金の増加額（△減少額） △153 △154 △22 

  未払費用の増加額（△減少額） △5 △27 25 

 

 

 

 

未払消費税の増加額（△減少額） 

役員賞与の支払額 

△24 

△0 

20 

－ 

△47 

△0 

  その他 69 123 121 

    小計 559 1,134 1,143 

  利息及び配当金の受取額 5 5 10 

  利息の支払額 △104 △103 △194 

  法人税等の支払額 △76 △110 △130 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 384 925 828 

 １３  
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（単位：百万円） 

  

科   目 

前中間期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

当中間期 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日） 

前期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

  定期預金の預入による支出 △0 △1 △15 

  定期預金の払戻による収入 35 1 35 

  有価証券の取得による支出 △300 － △305 

  有価証券の償還による収入 100 － 100 

  投資有価証券の取得による支出 △459 △0 △514 

  投資有価証券の売却による収入 506 － 569 

  連結範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入 7 － 7 

  有形固定資産の取得による支出 △225 △196 △490 

  有形固定資産の売却による収入 25 11 33 

  無形固定資産の取得による支出 △3 △6 △12 

  無形固定資産の売却による収入 － 13 － 

  固定資産のための補助金収入 50 20 81 

  その他 △1 △0 △1 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △264 △157 △511 

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー    

  短期借入金の純増減額 △7 △428 532 

  長期借入による収入 8 996 1,028 

  長期借入金の返済による支出 △1,281 △1,082 △2,462 

  社債発行による収入 － － － 

  社債償還による支出 △186 △261 △447 

  ファイナンス・リース債務による収入 － － － 

  ファイナンス・リース債務の返済による支出 △35 △35 △70 

  自己株式の取得による支出 △0 △0 △0 

  少数株主への配当金の支払額 △0 △3 △0 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △1,502 △814 △1,421 

Ⅳ 
 

 
現金及び現金同等物の増加額（△減少額） △1,382 △46 △1,104 

Ⅴ  現金及び現金同等物の期首残高 2,732 1,628 2,732 

Ⅵ 
 

 
現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 1,350 1,581 1,628 
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（５）中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
 

   最近の半期報告書（平成 18 年 12 月 18 日提出）における記載から重要な変更がないため開

示を省略します。 

 

 

（６）中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 
   

（役員退職慰労引当金の計上基準） 

   

役員退職慰労引当金については、従来、支出時に費用処理しておりましたが、当中間期より

内規に基づく中間期末要支給額を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更しておりま

す。 

この変更は、「役員賞与に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 17 年 11 月 29 日 

企業会計基準第 4号）が適用され、役員賞与について費用処理されることとなったこと、及び

「「租税特別措置法上の準備金及び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等

に関する監査上の取り扱い」（日本公認会計士協会 監査・保証実務委員会報告第 42 号 平

成 19 年 4 月 13 日）が公表されたことを契機に、期間損益計算の適正化及び財務内容の健全化

を図るために行ったものであります。 

この結果、従来の方法と比較して、営業利益及び経常利益は、７百万円、税金等調整前中間

純利益は、75 百万円それぞれ減少しております。 

   

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

   

有形固定資産の減価償却方法については、当中間期より、法人税法の改正に伴い、平成 19

年４月１日以降に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法

に変更しております。この変更に伴う影響額は軽微であります。 

 

（追加情報） 
  

平成19年３月31日以前に取得した有形固定資産のうち償却可能限度額まで償却した資産に

ついては、当中間期より、平成 19 年度の法人税法改正に伴い、その残存簿価を５年間で備忘

価額まで均等償却する方法に変更しております。この結果、従来の方法に比べ、営業利益、経

常利益及び税金等調整前中間純利益がそれぞれ 20 百万減少しております。 
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（７）中間連結財務諸表に関する注記事項  

 

（中間連結貸借対照表関係） 

 （前中間期末） （当中間期末） （前期末） 

有形固定資産の減価償却累計額 16,072百万円 12,643百万円 16,270百万円 

自己株式数 22,064株  28,482株   24,179株  

 

（中間連結損益計算書関係） 

    （前中間期）    （当中間期） （前 期） 

販売費及び一般管理費の主要な項

目及び金額 
   

人 件 費   38百万円 45百万円 76百万円 

 

（中間連結株主資本等変動計算書関係） 

 

 前中間期（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 

  発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式に関する事項 

  前期末 

株式数（株） 

当中間期 

増加株式数（株）

当中間期 

減少株式数（株） 

当中間期末 

株式数（株） 

発行済株式     

普通株式 20,000,000 ― ― 20,000,000 

合計 20,000,000 ― ― 20,000,000 

自己株式     

普通株式 20,689 1,375 ― 22,064 

合計 20,689 1,375 ― 22,064 

 

 当中間期（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

  発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式に関する事項 

  前期末 

株式数（株） 

当中間期 

増加株式数（株）

当中間期 

減少株式数（株） 

当中間期末 

株式数（株） 

発行済株式     

普通株式 20,000,000 ― ― 20,000,000 

合計 20,000,000 ― ― 20,000,000 

自己株式     

普通株式 24,179 4,303 ― 28,482 

合計 24,179 4,303 ― 28,482 

 

 前  期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

  発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式に関する事項 

  前期末 

株式数（株） 

当中間期 

増加株式数（株）

当中間期 

減少株式数（株） 

当中間期末 

株式数（株） 

発行済株式     

普通株式 20,000,000 ― ― 20,000,000 

合計 20,000,000 ― ― 20,000,000 

自己株式     

普通株式 20,689 3,490 ― 24,179 

合計 20,689 3,490 ― 24,179 
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（セグメント情報）  

 
１．事業の種類別セグメント情報 

前中間期（自 平成18年４月１日 至 平成 18年９月30日）             （単位：百万円） 

 運輸業 不動産業 
レジャー・

サービス業

その他 

の事業 
計 

消去又 

は全社 
連結 

Ⅰ営業収益   

（１）外部顧客に対す

る営業収益 
3,986 769 749 367 5,871 ― 5,871

（２）セグメント間の

内部営業収益又

は振替高 

13 115 37 408 575 （575） ―

計 3,999 884 786 775 6,447 （575） 5,871

営業費用 4,009 689 763 788 6,249 （581） 5,668

営業利益 

（△は営業損失） 
△9 195 23 △12 197 6 203

 

当中間期（自 平成19年４月１日 至 平成 19年９月30日）             （単位：百万円） 

 運輸業 不動産業 
レジャー・

サービス業

その他 

の事業 
計 

消去又 

は全社 
連結 

Ⅰ営業収益   

（１）外部顧客に対す

る営業収益 
4,122 927  697 486 6,234 ― 6,234

（２）セグメント間の

内部営業収益又

は振替高 

15 88 34 291 430 （430） ―

計 4,138 1,015 732 777 6,664 （430） 6,234

営業費用 3,941 763 735 757 6,198 (436) 5,762

営業利益 

（△は営業損失） 
197 252 △3 20 466  5   472

 

前期（自 平成18年４月１日 至 平成 19年３月31日）               （単位：百万円） 

 運輸業 不動産業 
レジャー・

サービス業

その他 

の事業 
計 

消去又 

は全社 
連結 

Ⅰ営業収益   

（１）外部顧客に対す

る営業収益 
8,300 1,711 1,425 730 12,167 ― 12,167

（２）セグメント間の

内部営業収益又

は振替高 

25 170 80 825 1,102 （1,102） ―

計 8,326 1,882 1,505 1,555 13,270 （1,102） 12,167

営業費用 8,230 1,478 1,551 1,548 12,809 （1,119） 11,690

営業利益 

（△は営業損失） 
96 403 △46 6 460 16 477

（注） 

１．事業区分の方法 

     日本標準産業分類をベースに経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分しております。 

    

２．各事業区分の主要な事業内容 

     運 輸 業・・・鉄軌道事業、バス事業、タクシー業を行っております。 

     不 動 産 業・・・不動産賃貸業、不動産分譲業等を行っております。 

     レジャー・サービス業・・・旅行業・広告代理店業、ホテル業、飲食業等を行っております。 

     そ の 他 の 事 業・・・建設業・保険代理業、物販業・自動車整備業等を行っております。 

    

３．営業費のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額はありません。 

    

   ４．事業区分の変更（当中間期） 

     従来「レジャー・サービス業」の一部であった架空索道事業は事業実態を反映し「運輸業」に含めております。

また、従来「レジャー・サービス業」の一部であった八瀬・比叡山土地賃貸事業についても事業実態を反映し「不

動産業」に含めております。 
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なお、前中間期及び前期において当中間期の事業区分によった場合の事業の種類別セグメント情報は、次のと

おりであります。 

 

前中間期（自 平成18年４月１日 至 平成 18年９月30日）             （単位：百万円） 

 運輸業 不動産業 
レジャー・

サービス業

その他 

の事業 
計 

消去又 

は全社 
連結 

Ⅰ営業収益   

（１）外部顧客に対す

る営業収益 
4,001 790 711 367 5,871 ― 5,871

（２）セグメント間の

内部営業収益又

は振替高 

13 115 37 408 575 （575） ―

計 4,015 906 749 775 6,447 （575） 5,871

営業費用 4,033 711 716 788 6,249 （581） 5,668

営業利益 

（△は営業損失） 
△17 194 32 △12 197 6 203

 

前期（自 平成18年４月１日 至 平成 19年３月31日）               （単位：百万円） 

 運輸業 不動産業 
レジャー・

サービス業

その他 

の事業 
計 

消去又 

は全社 
連結 

Ⅰ営業収益   

（１）外部顧客に対す

る営業収益 
8,327 1.745 1,364 730 12,167 ― 12,167

（２）セグメント間の

内部営業収益又

は振替高 

25 170 80 825 1,102 （1,102） ―

計 8,353 1,915 1,445 1,555 13,270 （1,102） 12,167

営業費用 8,273 1,522 1,465 1,548 12,809 （1,119） 11,690

営業利益 

（△は営業損失） 
80 392 △20 6 460 16 477

 

 

２．所在地別セグメント情報 

 前中間期（自 平成18年４月１日 至 平成 18年９月30日）、当中間期（自 平成19年４月１日 至 平成 19年

９月30日）及び前期（自 平成18年４月１日 至 平成 19年３月31日）において、本邦以外の国又は地域に所在す

る連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。 

 

３．海外売上高 

前中間期（自 平成 18 年４月１日 至 平成 18 年９月 30 日）、当中間期（自 平成 19 年４月１日 至 平成 19

年９月30日）及び前期（自 平成18年４月１日 至 平成 19年３月31日）において、海外売上高がないため該当事

項はありません。 

 

 

 

 

 １８  



 
 

京福電気鉄道㈱（9049）平成 20 年３月期中間決算短信 

 

 

（１株当たり情報） 

前中間期 当中間期 前期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日） 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日） 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日） 

１株当たり純資産額 

112円 30銭 

１株当たり中間純利益金額 

1円 73銭 

なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。 

１株当たり純資産額 

122円 77銭 

１株当たり中間純利益金額 

7円 75銭 

なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

１株当たり純資産額 

116円 06銭  

１株当たり当期純利益金額 

4円 71銭  

なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

（注） １株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
 前中間期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日） 

当中間期 

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日） 

前期 

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日）

中間（当期）純利益 34百万円 154百万円  94百万円 

普通株主に帰属しない金額 ― 百万円 ― 百万円  ― 百万円 

（うち利益処分による役員賞与金） （   ― 百万円） （   ― 百万円） （  ― 百万円）

普通株式に係る中間（当期）純利益 34百万円 154百万円  94百万円 

期中平均株式数 19,978 千株  19,974 千株   19,977 千株  

 

 

（重要な後発事象） 
    

   該当事項はありません。 

 

 

（開示の省略） 

 
   リース取引、有価証券、デリバティブ取引に関する注記事項については、中間決算短信における開示の重要性が大き

くないと考えられるため、開示を省略しております。 
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５．中間個別財務諸表 

（１）中間貸借対照表  

 

科    目 
前中間期末 

（平成18年９月30日） 

当中間期末 

（平成19年９月30日） 

前期末 

（平成19年３月31日） 

（ 資 産 の 部 ）

 

流  動  資  産

 現 金 及 び 預 金 

 未 収 運 賃 

 未 収 金 

 未 収 収 益 

 短 期 貸 付 金 

 有 価 証 券 

 販売土地及び建物 

 貯 蔵 品 及 び 商 品 

 前 払 費 用 

 繰 延 税 金 資 産 

 その他の流動資産 

 貸 倒 引 当 金 

 

 

百万円

615 

323 

14 

2 

42 

― 

2 

40 

30 

24 

93 

43 

△0 

 

 

百万円 

 

2,135 

389 

13 

4 

46 

1,553 

― 

34 

30 

19 

20 

26 

△1 

 

 

百万円

1,430 

340 

10 

29 

88 

825 

― 

40 

30 

22 

19 

26 

△2 

 

 

固 定 資 産

 鉄軌道事業固定資産 

 兼 業 固 定 資 産 

 各事業関連固定資産 

 建 設 仮 勘 定 

  投 資 そ の 他 の 資 産

  関 係 会 社 株 式 

  投 資 有 価 証 券 

出 資 金 

  長 期 貸 付 金 

  長 期 前 払 費 用 

  長期前払年金費用 

  そ の他の投 資等 

  貸 倒 引 当 金 

 

 

13,159 

1,896 

8,014 

83 

0 

3,164 

1,075 

705 

3 

874 

8 

388 

115 

△4 

 

 

10,290 

1,866 

5,980 

81 

35 

2,326 

1,075 

702 

2 

― 

4 

416 

128 

△3 

 

 

12,240 

1,901 

7,913 

81 

― 

2,344 

1,075 

733 

2 

― 

6 

401 

128 

△3 

 

 

繰   延   資   産 

 社 債 発 行 費 

 

 

26 

26 

4 

4 

9 

9 

資 産 合 計 13,802 12,430 13,680 
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科    目 

前中間期末 

（平成18年９月30日） 

当中間期末 

（平成19年９月30日） 

前期末 

（平成19年３月31日） 

（ 負 債 の 部 ）

 

百万円

 

百万円 

 

百万円

 

流 動 負 債 

 短 期 借 入 金 

 １年以内償還社債 

 未 払 金 

 未 払 費 用 

 未 払 法 人 税 等 

  未 払 消 費 税 等 

 預 り 金 

 前 受 運 賃 

 前 受 金 

 前 受 収 益 

 賞 与 引 当 金 

 その他の流動負債 

 

4,746 

3,912 

522 

135 

34 

5 

15 

31 

17 

4 

19 

38 

7 

 

4,706 

3,864 

522 

26 

37 

5 

103 

29 

17 

35 

19 

40 

5 

 

4,990 

4,156 

522 

136 

50 

7 

9 

38 

14 

0 

19 

33 

1 

 

固 定 負 債 

 社 債 

 長 期 借 入 金 

 長 期 未 払 金 

 繰 延 税 金 負 債 

 退 職 給 付 引 当 金 

役員退職慰労引当金 

 その他の固定負債 

 

負 債 計 

 

7,117 

2,711 

3,076 

931 

263 

71 

― 

64 

 

11,863 

 

5,682 

2,189 

3,055 

― 

282 

62 

32 

59 

 

10,388 

 

6,674 

2,450 

2,948 

895 

247 

68 

― 

63 

 

11,664 

 

（ 純 資 産 の 部 ） 

 

株 主 資 本 

 資 本 金 

資 本 剰 余 金 

  資 本 準 備 金 

 利 益 剰 余 金 

  利 益 準 備 金 

その他利益剰余金 
 固定資産圧縮積立金

 繰越利益剰余金

 自 己 株 式 

 

評 価 ・ 換 算 差 額 等 
 その他有価証券評価差額金 

  

純 資 産 計 

 

 

 

1,923 

1,000 

270 

270 

655 

46 

609 

121 

487 

△3 

 

15 

15 

 

1,938 

 

 

2,029 

1,000 

270 

270 

762 

46 

716 

121 

595 

△4 

 

13 

13 

 

2,042 

 

 

1,984 

1,000 

270 

270 

717 

46 

671 

127 

543 

△3 

 

31 

31 

 

2,016 

負 債 純 資 産 合 計 13,802 12,430 13,680 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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（２）中間損益計算書  

 

前中間期 当中間期 前期 

科    目 （自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日）

（自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日）

（自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日）

 

鉄 軌 道 事 業

   営 業 収 益

   営 業 費

   営 業 利 益

百万円

 

578 

583 

△4 

百万円 

 

629 

628 

0 

百万円

 

1,155 

1,218 

△62 

兼 業

   営 業 収 益

   営 業 費

   営 業 利 益

 

644 

522 

121 

 

564 

421 

142 

 

1,398 

1,096 

302 

全 事 業

   営 業 収 益

   営 業 費

   営 業 利 益

 

1,223 

1,106 

117 

 

1,193 

1,050 

142 

 

2,554 

2,314 

239 

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

31 

114 

34 

54 

88 

108 

107 

222 

124 

特 別 利 益 18 16 43 

固 定 資 産 売 却 益 ― 16 ― 

国 庫 補 助 金 等 ― ― 24 

投資有価証券売却益 10 ― 10 

関係会社株式売却益 7 ― 7 

特 別 損 失 42 29 47 

役員退職慰労引当金繰入額 ― 29 ― 

販売用不動産評価損 42 ― 42 

固 定 資 産 除 却 損 ― ― 4 

税引前中間（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

中 間（当期 ）純利 益

9 

2 

5 

1 

94 

2 

47 

45 

120 

4 

52 

63 

 （注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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（３）中間株主資本等変動計算書  

前中間期（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 

 

株  主  資  本 

資本剰余金 利 益 剰 余 金 

その他利益剰余金 

 

資 本 金

資本準備金 利益準備金 
固 定 資 産 

圧縮積立金 

繰 越 利 益

剰 余 金

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 1,000 270 46 122 485

当中間期の変動額   

  固定資産圧縮積立金積立  17 △17

  固定資産圧縮積立金取崩  △18 18

  中間純利益   1

  自己株式の取得   

  株主資本以外の項目の当中間 

期の変動額（純額） 
  

当中間期の変動額合計 ― ― ― △0 2

当中間期末残高 1,000 270 46 121 487

 

株主資本 評価・換算差額等 
 

自己株式 株主資本合計
その他有価証

券評価差額金 

評価・換算

差額等合計 

純資産合計 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 △2 1,922 68 68 1,990

当中間期の変動額   

  固定資産圧縮積立金積立 ―   ―

  固定資産圧縮積立金取崩 ―   ―

  中間純利益 1   1

  自己株式の取得 △0 △0   △0

  株主資本以外の項目の中間会計 

期間中の変動額（純額） 
△52 △52 △52

当中間期の変動額合計 △0 1 △52 △52 △51

当中間期末残高 △3 1,923 15 15 1,938

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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当中間期（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

 

株  主  資  本 

資本剰余金 利 益 剰 余 金 

その他利益剰余金 

 

資 本 金

資本準備金 利益準備金 
固 定 資 産 

圧縮積立金 

繰 越 利 益

剰 余 金

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 1,000 270 46 127 543

当中間期の変動額   

  固定資産圧縮積立金積立  ― ―

  固定資産圧縮積立金取崩  △6 6

  中間純利益   45

  自己株式の取得   

  株主資本以外の項目の当中間期の変

動額（純額） 
  

当中間期の変動額合計 ― ― ― △6 51

当中間期末残高 1,000 270 46 121 595

 

株主資本 評価・換算差額等 
 

自己株式 株主資本合計
その他有価証

券評価差額金 

評価・換算

差額等合計 

純資産合計

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 △3 1,984 31 31 2,016

当中間期の変動額   

  固定資産圧縮積立金積立 ―   ―

  固定資産圧縮積立金取崩 ―   ―

  中間純利益 45   45

  自己株式の取得 △0 △0   △0

  株主資本以外の項目の当中間期の変

動額（純額） 
△18 △18 △18

当中間期の変動額合計 △0 44 △18 △18 26

当中間期末残高 △4 2,029 13 13 2,042

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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前期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

 

株  主  資  本 

資本剰余金 利 益 剰 余 金 

その他利益剰余金 

 

資 本 金

資本準備金 利益準備金 
固 定 資 産 

圧縮積立金 

繰 越 利 益

剰 余 金

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 1,000 270 46 122 485

当期変動額   

  固定資産圧縮積立金積立（注）２  17 △17

  固定資産圧縮積立金積立  12 △12

  固定資産圧縮積立金取崩（注）２  △11 11

  固定資産圧縮積立金取崩  △12 12

  当期純利益   63

  自己株式の取得   

  株主資本以外の項目の当期の変動額

（純額） 
  

当期の変動額合計 ― ― ― 4 58

当期末残高 1,000 270 46 127 543

 

株主資本 評価・換算差額等 
 

自己株式 株主資本合計
その他有価証

券評価差額金 

評価・換算

差額等合計 

純資産合計 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前期末残高 △2 1,922 68 68 1,990

当期の変動額   

  固定資産圧縮積立金積立（注）２ ―   ―

  固定資産圧縮積立金積立 ―   ―

  固定資産圧縮積立金取崩（注）２ ―   ―

  固定資産圧縮積立金取崩 ―   ―

  当期純利益 63   63

  自己株式の取得 △0 △0   △0

  株主資本以外の項目の当期の変動額

（純額） 
△36 △36 △36

当期の変動額合計 △0 62 △36 △36 25

当期末残高 △3 1,984 31 31 2,016

（注）１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（注）２．平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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（参 考） 

 事 業 別 成 績 （ 個 別 ） 

 

 

前年同期比較増減 
鉄 軌 道 事 業 

当中間期 
（19.4.1～19.9.30）

前中間期 
（18.4.1～18.9.30） 金額 率 

前期 
（18.4.1～19.3.31）

 

旅 客 収 入 

百万円 

587 

百万円 

545 

百万円

41

％ 

7.5 

 百万円 

1,088 

  嵐 山 線 

  鋼 索 線 

  架空索道 

運 輸 雑 収 

521 

43 

22 

42 

498 

31 

15 

49 

22

12

6

△6

4.5 

38.8 

41.4 

△13.7 

1,007 

53 

26 

94 

運
輸
収
入 

計 629 594 34 5.8 1,182 

 

  嵐 山 線 

  鋼 索 線 

  架空索道 

千人 

3,356 

113 

103 

千人 

3,224 

79 

70 

千人

131

34

32

％ 

4.1 

42.7 

46.2 

千人 

6,473 

141 

125 

旅
客
人
員 

計 3,573 3,375 198 5.9 6,740 

 

  嵐 山 線 

  鋼 索 線 

  架空索道 

百万円 

△6 

5 

2 

百万円 

3 

△7 

△8 

百万円

△9

12

10

％ 

△318.6 

― 

― 

百万円 

△21 

△41 

△15 

営
業
利
益 

計 0 △12 12 ― △78 

 

前年同期比較増減 
兼     業 

当中間期 
（19.4.1～19.9.30）

前中間期 
（18.4.1～18.9.30） 金額 率 

前期 
（17.4.1～18.3.31）

 

不 動 産 業 

（内：三国競艇 ）

レジャー・サービス業 

百万円 

436 

145 

128 

百万円 

552 

269 

75 

百万円

△116

△124

52

％ 

△21.1 

△46.0 

69.0 

百万円 

1,194 

580 

176 

営
業
収
益 

計 564 628 △64 △10.2 1,371 

 

不 動 産 業 

（内：三国競艇 ）

レジャー・サービス業 

百万円 

158 

104 

△16 

百万円 

143 

88 

△13 

百万円

15

15

△2

％ 

10.6 

17.9 

△19.4 

百万円 

373 

227 

△55 

営
業
利
益 

計 142 129 12 9.7 317 

 （注）事業区分の変更 

当中間期より、従来の「レジャー・サービス業」の一部であった架空索道事業を「運輸業」に含め、「レ

ジャー・サービス業」の一部であった八瀬・比叡山土地賃貸事業を「不動産事業」に含めております。 

     なお、前中間期及び前期につきましても当中間期の事業区分によった場合の事業の種類別によって表示し

ております。 
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